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修
学
旅
行
（
十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
二
日
） 

 

２
年
生
が
東
京
へ
、
二
泊
三
日
の
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
一
日
目
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
で
は
、
ち
ょ
う
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
真
っ
最
中
。
多
く
の
人
が
仮
装
を
し
て
い
て
生
徒
も

最
初
は
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
夜
の
パ
レ
ー
ド
の
頃
に
は
自
分
た
ち
も
か
ぶ
り
物
を
し
た
り
ミ

ッ
キ
ー
の
耳
を
つ
け
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
二
日
目
は
班
別
自
主
行
動
で
、
各
班
に

分
か
れ
て
東
京
散
策
を
し
ま
し
た
。
普
段
は
地
下
鉄
や
電
車
に
乗
る
機
会
が
少
な
い
の
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
無
事
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
午 

前
中
に
浅
草
・
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、
昼
食
後
お
台
場 

で
自
由
散
策
を
し
て
か
ら
、
帰
岡
し
ま
し
た
。
こ
の
修
学
旅
行
で
慣 

れ
な
い
人
混
み
に
も
ま
れ
た
り
、
一
日
中
歩
き
回
っ
た
り
し
て
疲
れ 

た
様
子
で
し
た
が
、
集
団
行
動
を
と
お
し
て
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身 

に
つ
け
、
良
い
社
会
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒 

そ
れ
ぞ
れ
が
友
だ
ち
と
の
絆
を
深
め
、
高
校
生
活
で
忘
れ
得
な
い
思 

い
出
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

１１月・１２月の予定 

１１月 

30日(金)  生徒会役員認証式 

１２月 

 3日(月)  期末考査 
 ～ 7日(金) 
18日(火)  終業式 
19日(水)  三者懇談会（１・２年） 
  ～21日(金) 

お願い 

新聞をご覧になられた感想，ご意見な

どありましたら下記までお願いいたし

ます。 

蒜山高校 Tel:66 – 2016（担当 土居） 
e-mail: hiruzen07@pref.okayama.jp 

進
研
模
試 

１
年
生
（
十
一
月
三
日
） 

 

祝
日
で
あ
る
文
化
の
日
に
１
年
生
１
５
名
が
登
校
し
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
模
擬
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
高
校
に
入

学
し
て
か
ら
勉
強
し
た
分
野
が
す
べ
て
出
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
な
り
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
受

験
し
た
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
２
年
生
か
ら
教
養
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
大
学
・
短
大
・
公
務
員
を
目
指
し
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
十
一
月
九
日
） 

 

雨
の
た
め
順
延
に
な
っ
て
い
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
蒜
山
中
学
校
の
生
徒
（
生
徒
会
執
行
部
）
と
蒜
山
高
校
の
生

徒
会
役
員
や
保
健
委
員
・
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
が
集
ま
り
、
五

十
二
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根
や
ビ
オ
ラ
を
植
え
ま
し
た
。
千
寿
荘

や
慶
光
園
に
配
る
予
定
で
す
。
春
に
な
っ
て
き
れ
い
な
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
咲
く
の
が
楽
し
み
で
す
。 

松
伐
採

 

（
十
一
月
十
六
日
） 

 

蒜
山
高
校
の
正
門
横
に
君
臨
し
て
い 

た
松
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
か
な
り
立 

派
な
風
格
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た 

が
、
何
か
の
原
因
で
枯
れ
て
し
ま
い
、 

突
然
折
れ
た
ら
危
な
い
と
い
う
理
由
で 

伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も 

残
念
で
す
。 

進
路
講
演
会 

２
年
生

 

（
十
一
月
二
十
一
日
） 

 

㈱
さ
ん
ぽ
う
の
協
力
で
進
路
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
は
全
体
で
進
路
講
話
を
聞
き
、
次
に
建
築
・
看

護
・
美
容
・
調
理
な
ど
色
々
な
分
野
に
分
か
れ
て
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
受
け
ま
し
た
。
２
年
生
も
来
年
は
い
よ
い
よ
３
年

生
。
色
々
と
悩
む
時
期
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

の
こ
と
を
今
後
の
進
路
決
定
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

生
徒
会
役
員
選
挙

 

（
十
一
月
二
十
二
日
） 

立
会
演
説
会
、
投
票
を
行
い 

会 
 

長 

美
甘 

直
也 

（
２
年
生
） 

副

会

長 

石
原 

研
一
朗
（
２
年
生
） 

庶
務
会
計 
三
牧 

努 
 

（
２
年
生
） 

に
決
定
し
ま
し
た
。 

家
庭
ク
ラ
ブ
役
員
選
挙
（
十
一
月
二
十
二
日
） 

会
長 

石
田
沙
紀 
副
会
長 

正
富
準
也 

書
記 

岡 

章
典
・
脇
田
美
緒 

会
計 

石
田 

凌
・
樋
口
実
里 

に
決
定
し
ま
し
た
。 

秋季大会結果 
・バドミントン部（10/ 6） 
岡田・樋口０－２山本・藪木（津 山）

明石・神田０－２森内・森田（津山商）

 
・卓球部（11/ 4） 
三牧０－３二木（津山高専） 
三牧３－０松本（林 野） 
三牧１－３長瀧（津山工） 
村田３－１藤田（勝間田） 
村田１－３小林（勝 山） 
村田３－１政安（津山高専） 
亀山１－３池内（津山工） 
亀山０－３豊島（津山高専） 
亀山 － 西尾（落 合）不戦勝 
 
・ソフトテニス部 （11/ 10） 
蒜山０－３笠岡商業 
 
・バレーボール部（男子） 
リーグ戦（11/ 10） 
蒜山０－２美作 
蒜山２－０林野 
決勝トーナメント（11/ 11） 
蒜山０－２落合 
蒜山０－２勝山    6位／9校中
 
・バスケットボール部（男子）（11/ 17）
蒜山 34－107作陽 


